牧会者の生活 : 大グレゴリウス『牧会規定』第2部 by 菊地 伸二 & Shinji Kikuchi
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*Nagoya Ryujo Junior College
Gregory the Great, Pastoral Rules, Ⅱ
Kikuchi, Shinji*
　ここに翻訳されたのは、ラテン四大教父の一人であり、６世紀から７世紀初頭にか
けて活躍した教皇グレゴリウスⅠ世（大グレゴリウス）が執筆した『牧会規定』の第
２部である。
　第１部では牧会者を目指すべき人に対する心構えが述べられていたのに対して、第
２部では、じっさいに牧会者として生活している者がどのようなことに心がけなけれ
ばならないか、ということが十一章にわたって記されている。
　そこでは、牧会者は生活において模範的であること、思索において純粋であること、
外的な生活と内的な生活の両方をバランスよく保たなければならないこと等が主張さ
れるとともに、従う者に対して指導者として心がけなければならないさまざまなこと
がらについて触れられている。最後には、指導者自身が瞑想に集中しなくてはならな
いことが強調されるのである。
キーワード；魂の配慮、指導職、牧会的配慮

